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「黒高と言えば「情報デザイン科」」

　　　　　　　　　　　　青森県立黒石高等学校

「商業教育、すべてに感謝！」

　　　　　　　　　　　　青森県立三戸高等学校



巻頭言

　青森県の商業教育に携わる校長先生をはじめ、商業科教員の皆さまにおかれましては、日頃

より青森県高等学校教育研究会商業部会及び青森県高等学校商業教育研究会の諸行事に対し、

多大なる御尽力と御協力を賜り、心より厚く御礼申し上げます。

　さて、昨今、私たちが身を置くビジネスの世界は、かつてないほどの激流の中にあります。

デジタル・トランスフォーメーションの波は、もはや単なる業務効率化の手段にとどまらず、

企業の存立基盤そのものを大きく変えようとしています。そして今、その変革の中心にあるのが、

「生成 AI」という破壊的でありながら創造的なテクノロジーの出現です。こうした激動の時代

において、我々商業教育に携わる者が、どのような羅針盤を持ち、いかにして生徒たちを導い

ていくべきか、今一度立ち止まり、確認していく必要があると強く感じています。

１　商業教育の方向性：スキル習得から「価値創造」へ

　これまでの商業教育は、簿記、情報処理、マーケティング等の各分野において、正確な事務

処理能力や専門知識の習得を重視してきました。これらはビジネスの「共通言語」であり、そ

の重要性が揺らぐことはありません。しかしながら、単純な計算や定型的なデータ分析、伝票

作成といった業務は、今や AI が瞬時に、かつ正確にこなす時代となっています。

　これからの商業教育が目指すべき方向性は、単なるスキルの習得にとどまらず、それらを道

具として使いこなし、新たな「価値」を創造する力を育成することにあります。AI には担う

ことのできない、「共感に基づいた課題の発見」「多角的な視点による意思決定」「倫理観を伴

う責任ある行動」といった、人間ならではの強みを、商業という実学を通して磨き上げていく

ことこそが、私たちに課せられた新たな使命ではないでしょうか。

２　生成 AI との共生：思考を止める道具ではなく、思考を拡張する翼へ

　特に生成 AI の活用については、教育現場において期待と不安が交錯しているのが実情です。

「生徒が自ら考えなくなるのではないか」「不正に利用されるのではないか」といった懸念は、

教育者としてごく自然な感覚であると思います。しかし、私たちはこの技術を遠ざけるのでは

なく、将来ビジネスの最前線で不可欠となる「武器」として、正しく向き合う必要があります。

　これからの授業では、AI を単なる「答えを出す機械」として扱うのではなく、「思考を深め

るための対話相手」として活用する場面を意識的に増やしていってはどうでしょうか。AI が

生成した情報の真偽を確かめるファクトチェック、提案内容を批判的に検討するクリティカル・

シンキング、より良い回答を引き出すための問いを立てるプロンプト設計――これらの過程そ

のものが、現代に求められる高度な情報活用能力であると考えます。「AI に使われる人材」で

はなく、「AI を使いこなし、高い付加価値を生み出す人材」を育成するための試行錯誤を、先

生方と共に進めていきたいと思います。

３　生徒に対する指導の在り方：「伴走者」としての教師

　こうした変化の中で、私たち教員の役割もまた、大きな転換期を迎えています。かつての「正

解を教える存在」から、生徒と共に問い、考え、悩む「伴走者（ファシリテーター）」へと意

識をシフトしていくことが求められています。生徒たちに、「商業を学ぶことは、社会を創る

ことにつながる」という実感や高揚感を与えられているでしょうか。検定試験合格という

「点」の目標だけでなく、その先にある社会貢献や自己実現という「線」の物語を示せている

でしょうか。

　生徒が AI を活用して斬新なビジネスモデルを提案したとき、あるいは既存の商慣習に疑問

を投げかけたとき、それを「前例がない」と退けるのではなく、「面白い。さらに深めてみよ

う」と背中を押せる存在でありたいものです。生徒の失敗を受け止め、その挑戦を称える文化を、

まずは私たち教員自身が育んでいくことが重要だと考えます。

４　青森の未来を担う誇り

　青森県は現在、人口減少や若者の県外流出といった大きな課題に直面しています。だからこそ、

商業高校で「生きた経済」を学んだ若者たちが、デジタル技術を武器に、地元の伝統産業をアッ

プデートし、新たな起業の流れを生み出し、青森の経済に新たな活力をもたらしてくれること

を期待しています。

　先生方が日々教室でかける一言一言が、数年後の青森の商店街を、企業を、そして地域社会

そのものを変えていきます。私たちは単に就職の準備をさせているのではありません。青森、

そして日本の「未来の設計図」を描く若者たちを社会へ送り出しているのです。

　変化の激しい時代は、見方を変えれば「商業教育が最も輝く時代」でもあります。社会の仕

組みが大きく変わる今だからこそ、実学である商業教育の価値は、かつてないほど高まってい

ます。先生方ご自身も変化を恐れず、学び続けることを楽しんでいただきたいと思います。先

生方の前向きな挑戦の姿こそが、生徒にとって最大の教材となります。

　「商業教育に大事なこと。ＡＮＧ。」

　ＡＮＧとは、「明るく、仲良く、元気よく」。

　私たちもまた、地域社会や地域経済に貢献できる人材、そして地域から真に求められる人材

を育成するため、覚悟をもって「明るく、仲良く、元気よく」、商業教育に邁進してまいりましょう。

青森の未来を拓く、変革期の商業教育
～生成 AI 時代における「実学」の再定義に向けて～

青森県高等学校教育研究会商業部会長

青森県高等学校商業教育研究会会長

田　中　正　也

（青森県立青森商業高等学校校長）
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【特別寄稿】

つなぐ言葉、つなげる心、つながる世界　～韓国・済州高等学校との国際交流～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　教　諭　　長谷川　善　弘
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【特別寄稿】

「地域と共に創る学びの場 ― イオンモール合同学園祭と産業高校体験フェスを通じて」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　教　諭　　岩　間　由香子
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１　全体発表

【会計分野研究委員会】

「会計分野における指導と評価の一体化

～　戦略的思考で考える科学的根拠によるアプローチ　～」

令和７年度　第７０回　青森県高等学校商業教育研究大会

　　　　　発表者　青森県立三沢商業高等学校　　教　諭　　佐　藤　雅　哉

　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　教　諭　　村　上　啓　子

司会者　青森県立三沢商業高等学校　　教　諭　　浅　水　伸　之

記録者　青森県立三沢商業高等学校　　教　諭　　鶴ヶ崎　礼　奈
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【ビジネス情報分野研究委員会】

「科目『ネットワーク管理』について

～　実践力を高めるための授業改善　～」

　　　　　発表者　青森県立青森商業高等学校　　教　　諭　　伊　藤　大　貴

青森県立八戸商業高等学校　　教　　諭　　三　橋　壮　大

司会者　青森県立三沢商業高等学校　　教　　諭　　浅　水　伸　之

記録者　青森県立三沢商業高等学校　　臨時講師　　佐々木　　　萌
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【マーケティング・マネジメント分野研究委員会】

第１分科会　「青森県から全国・世界を取りに行くマーケティング　実践編」

講　師　タグボート株式会社　　　代表取締役　　水　口　清　人

司会者　青森県立八戸商業高等学校　　教　諭　　下　田　幸　大

記録者　青森県立北斗高等学校　　　　教　諭　　鈴　木　有　紀

２　分科会発表
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【会計分野研究委員会】

第２分科会　「最新会計基準から視える重要なカギ」

講　師　東京ＣＰＡ会計学院　　　　　　　　　　山　内 　   樹

司会者　青森県立弘前実業高等学校　　教　諭　　小　中　喜　貴

記録者　青森県立青森商業高等学校　　教　諭　　吉　岡　香　織

青森県立青森商業高等学校　　教　諭　　棟　方　明日香
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【ビジネス情報分野研究委員会】

第３分科会　「生成 AI を活用した授業づくり　～ AI 時代を主体的に生き抜く生徒の育成～」

講　師　ＩＴラボ株式会社　　　　代表取締役　　新　山　則　和

司会者　青森県立三沢商業高等学校　　教　諭　　附　田　真　菜

記録者　青森県立青森商業高等学校　　教　諭　　布　施　正太郎
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３　講演

「ＤＸ時代のリーダー育成とプロジェクトマネジメントを考える」

　　　　　講　師　城西大学　　　　　　　　　　副学長　　栗　田　るみ子

記録者　青森県立三沢商業高等学校　　教　諭　　向谷地　史　拓
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研 究 委 員 会 報 告

令和７年度　マーケティング・マネジメント分野研究委員会報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局当番校　青森県立八戸商業高等学校
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令和７年度　会計分野研究委員会報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局当番校　青森県立弘前実業高等学校
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令和７年度　ビジネス情報分野研究委員会報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局当番校　青森県立三沢商業高等学校
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令和７年度　教育課程等研究委員会報告

事務局当番校　青森県立青森商業高等学校
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令和７年度　総合的科目研究委員会報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局当番校　青森県立青森商業高等学校
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令和７年度　研究誌編纂委員会

事務局校　青森県立青森商業高等学校
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榊
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令和７年度　高大連携推進事業の取り組み
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県　商　研　主　催　事　業　報　告

令和７年度　第17回全国商業教育指導者研修会

青森県立弘前実業高等学校　教諭　西　舘　大　輔
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令和７年度　産業・情報技術等指導者養成研修（商業）

青森県立大間高等学校　教諭　三　橋　壮　大

哉
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令和７年度　産業・情報技術等指導者養成事業　教科（情報：Ｇ－１）

青森県立八戸商業高等学校　教諭　榊　　　祥　吾
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青　森　商　研　ニ　ュ　ー　ス
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研修に参加して

　採用を頂いてから間もなく５年が過ぎようとしています。新卒１年目に勤務した弘前実業高校、その後の

青森商業高校の勤務は私にとって大きな財産となりました。生徒への関わり方、仕事への姿勢、「わかる」

授業デザインを追究し続ける沢山の先生方の背中を見続け、一歩ずつでも近づいていけるように努力し探究

し続ける毎日であったと思います。私自身沢山の失敗をしてしまい、多大なるご迷惑をおかけしてしまいま

したが、皆様のフォローがあり、なんとか一人の教員として仕事ができています。誠にありがとうございます。

　共通講座Ⅰでは、「生徒指導」「保護者との関わり方」「ＩＣＴ活用事例」「アップデートとリセットを念頭

に置いた授業デザイン」を行いました。その中でも深く印象に残っているのは「生徒指導」「授業デザイン」

です。「生徒指導」では私自身、今年一年は考えるべき瞬間が何度も訪れました。やっておいてくださいで

は通用しないこと。最初は自分以外に原因を探すこと。苦手に向き合うことが苦手なこと。全体への指示＝

後で誰かに聞こうということ。以上はあくまで一例ですが、社会で活躍する職業人を育成する商業高校で勤

務する上でどのように教え、育てるべきなのかの壁に悩んでいました。ただ、研修を受講したことにより、

私自身の考えが「個人」から家庭も含めた「チーム学校」での対応へと少しずつ変わっていきました。保護

者との電話等での日常的なやりとり、生徒指導は担任だけの仕事や責任ではないこと。意識が少し変容する

だけで、少しずつではありますが生徒の成長を感じる余裕が自分自身に生まれてきました。

　次に「授業改善」についてです。初任の年は、ＩＣＴが続々と導入され始めた年でした。試行錯誤しながら、

ＩＣＴを活用した授業の実施が目的となっていました。今回、協力校研修において研究授業を行う機会を頂き、

慣れからのリセット、ＩＣＴを目的から教育効果を見据えた手段にアップデートした「わかる」授業のデザ

インを目的に行いました。私の中でタブレット等のＩＣＴは板書時間を削減し、データを自由に保存するこ

とが出来る上、調べ物や自らの思考の組み合わせで知りたいを無限に増幅、追究できるツールだと思ってい

ます。今回の研究授業では、一般的なデジタルデータに記入して提出する形式のみではなく、学びに対して

自ら疑問を持ち、調べて情報を取捨選択するという本来あるべきＩＣＴの活用方法が私の中で見えてきたよ

うに思います。しかしながら、時間配分や想定外への対応等、これからも自己研鑽を怠ることが出来ないと

も同時に感じることで、リセットとアップデートを肌で体感することができました。これからも多くの先生

方や生徒の反応から様々なことを吸収し、常に伊藤大貴Ｖｅｒ２．０→３．０と進化していきます。

　最後に今年度は山形県で開催された東北六県商業教育研究大会において、本県ビジネス情報分野研究委員

会を代表して、三橋先生と発表をさせていただきました。まだまだ未熟で力不足である為、沢山の方々から

貴重なご意見を頂戴し、分からないというクエスチョンに対し、アンサーを飛ばして頂けるという恵まれた

環境にあることを改めて実感し、何度も助けられました。その経験から、今回の中堅教諭等資質向上前期研

修のようにこれからも様々な研修や勉強会を受講し、自身の知見を深め、次は私が誰かを支えられるように

なりたいと強く感じました。加えて、我々が生徒へ何かを還元するためには、何かを蓄えなければなりません。

ビジネスの世界ではその蓄えのことを利益と言いますが、私達は知識と経験であると思います。知識と経験

はネットワーク管理の教科書では暗黙知といい、他人に伝達することが難しいが、可視化し、ナレッジマネ

ジメントすることで、育成に大きな効果が期待できるとされています。これから先も、知識と経験を生徒に

還元する上で多くの課題に直面し、思い悩むときも必ずあります。しかし、私は皆様と共に働くことが出来

る環境という武器を持って、日々精進していきたいと思います。拙い文章にはなってしまいましたが、これ

からも青森県商業界を微力ながら支え、商業科目の面白さを伝え、商業を学びたいという生徒が増加するよ

うに、自己研鑽と努力をして参りたいと思います。これからもご指導ご鞭撻の程、よろしくお願いいたします。

中堅教諭等資質向上前期研修を終えて
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立青森商業高等学校　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　諭　　伊　藤　大　貴
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　三沢商業高校に勤務して５年が経過しました。商業教育部に２年間所属し、その後１学年担任、２学年担

任を務め、今年度は３学年担任を担当しました。今年度は進路指導に関して多くの不安を抱える中、進路指

導部の先生方や学年団をはじめ、さまざまな先生方の助言を受けながら校務に取り組むことができました。

また、この５年間で三沢商業高校のみならず、高教研や専門委員会等を通して、多くの商業科の先生方にも

支えていただきました。力不足で至らない点も多かったことと思いますが、多方面からご指導、ご支援を賜

りましたことに、心より御礼申し上げます。

　振り返ると、この５年間は瞬く間に過ぎ去ったように感じます。最初の２年間は商業教育部に所属し、右

も左も分からない状態で戸惑う場面もありましたが、商業科教員として必要な基礎的な知識や姿勢を数多く

学ばせていただきました。その後の３年間は担任として生徒と向き合い、日々の関わりの中で担任業務のや

りがいと責任の重さを実感しました。学習や部活動に懸命に取り組む姿、仲間と協力して学校行事を成し遂

げる姿、友人と語り合う何気ない時間、悩みながらも前に進もうとする姿、進路決定を喜ぶ姿など、その一

つ一つがかけがえのない時間であり、クラス３６名の成長の過程に関われたことに大きな喜びを感じていま

す。

　一方で、生徒への声掛けや資格取得に向けた学習支援など、学級経営において中長期的な見通しをもった

指導が十分であったかという点については、課題も残りました。これらの反省を踏まえ、今後の指導に生か

していきたいと考えています。

　中堅教諭等資質向上前期研修の共通講座Ⅰでは、「生徒指導提要」の改訂を踏まえ、これからの生徒指導

の在り方について理解を深めました。中でも強く印象に残ったのは、 発達支持的生徒指導の考え方です。自

己理解力や自己効力感、コミュニケーション能力、 他者理解力、思いやり、共感性、人間関係形成力、協調性、

目標達成力、課題解決力といった力を、生徒が主体的に伸ばしていくことを尊重し、その過程を学校や教師

が後方から支援していくという姿勢に大きな学びを得ました。教師の価値観を一方的に押し付けるのではな

く、生徒一人一人に応じた関わりを大切にする必要性を改めて認識しました。今年度は特に生徒指導の難し

さを感じる場面が多くありましたが、教員間の連携や外部専門機関との協働、家庭との連絡を通して、チー

ム学校として対応する重要性を学ぶことができました。

　共通講座Ⅱでは、「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善について、 他教科の先生方の実

践から多くの示唆を得ました。生徒が学習に意欲的に取り組むためには、教師自身が授業内容や方法を見直

し続けることが不可欠であると再認識しました。

　商業教育講座では、「データに基づいたマーケティング意思決定」や「世界一楽しい決算書の読み方」に

ついて学びました。ビジネスの視点を取り入れた簿記会計の指導では、身近な企業事例を活用することで、

生徒の関心を引き出しやすくすることを実感しました。研修で得た知見を授業に取り入れることで、生徒の

主体的な学びを促すことができると考えています。商業科目において、学習内容と実社会とのつながりを生

徒自身が理解できる授業づくりの重要性を、改めて意識するようになりました。これらの研修を通し、教師

としての姿勢や商業科教員としての役割を見つめ直すとともに、自身に不足していた知識を補うことができ

たと感じています。

　この５年間を通して、教師という仕事の魅力と、同時にその責任の重さや難しさも実感してきました。順

調なことばかりではなく、立ち止まりそうになることもありましたが、周囲の先生方や生徒の存在に支えられ、

ここまで歩んでくることができました。今後も学び続ける姿勢を忘れず、青森県の商業科教員として教育の

充実に寄与できるよう努めてまいります。引き続き、ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。

中堅教諭等資質向上前期研修を終えて
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　諭　　附　田　真　菜
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中堅教諭等資質向上前期研修を終えて
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立大間高等学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　諭　　三　橋　壮　大

　採用から、５年目を迎え、中堅教諭等資質向上前期研修を受講させていただきました。改めて５年間を振

り返ってみると、生徒たちや保護者の皆様、そして同僚の先生方に支えられ、多くの学びと成長の機会をい

ただきました。八戸商業高校で新採用から４年、今年度から大間高校で勤務させていただいております。八

戸商業高校では、４年間担任を務めさせていただき、初めての卒業生を出すことができました。今まで勤務

させていただいた、黒石商業高校、八戸商業高校、現在勤務させていただいている大間高校の先生方には感

謝の気持ちしかありません。ありがとうございます。

　以下に研修より学んだことを述べたいと思います。共通講座Ⅰでは、「保護者とのよりよい関係づくり」

について学ぶことができました。私自身、担任をしていた際、とても苦慮していた部分でした。教員が保護

者と良好な関係を構築するためには、まず「双方向のコミュニケーション」を意識することが欠かせません。

保護者の思いや不安を丁寧に受け止め、保護者と教員は生徒を一緒に育てるという同じ目標をもったパート

ナーとして協力していかなければいけないと感じました。そのためには、保護者に対して日頃から生徒の学

校での様子や学習状況を分かりやすく伝え、保護者が相談しやすい雰囲気をつくることが求められます。また、

何かあった際には早めに共有し、本当の問題がどこにあるのか把握することが重要であり、日頃から生徒の

様子、保護者とのやりとりを記録することの必要性を感じました。

　共通講座Ⅱでは、「キャリア教育の充実」について理解を深めることができました。あおもり未来教育ビ

ジョンで掲げられたウェルビーイング向上、青森県の目指す教育で掲げられた未来を創る人財育成というキ

ーワードをもとに研修を行いました。各学校での取組や先生方の意見を参考に、キャリアパスポートの活用、

学校外の教育資源との連携、協力により、効果的なキャリア教育を推進していく必要があると感じました。

　商業教育指導者講座、共通講座の分科会では、学習指導要領、授業改善について学ぶことができました。

学習指導要領については、「経済産業省　未来人財ビジョン」より、２０５０年に社会から求められる力は、

現在に比べ大きく変化することが分かりました。社会の変化に対応するためには、新しい時代に求められる

力の育成を目指す資質・能力の三つの柱が重要であると再認識しました。簡単にまとめてみると、学びを人

生に活かすための「学びに向かう力・人間性等」、生きて働くための「知識及び技術」、未知の状況にも対応

できる「思考力・判断力、表現力等」の育成を目指し、「理論」と「実践」を往還させる学びが商業教育で

は重要です。授業改善については、「主体的・対話的で深い学び」の視点で自らの授業を振り返る良い機会

となりました。目線あわせとして、「主体的な学び」、「対話的な学び」、「深い学び」の３つに分けて、授業

改善アクションプラン・リフレクションシートを用いてまとめ、それを踏まえて演習、協議を行いました。

多くの先生方と意見共有しながら、自分の授業を見つめ直すことができました。

　最後になりますが、勤務校の先生方のご協力により、充実した毎日を過ごすことができ、このような有意

義な研修に参加することができております。学生時代を含めると、約１０年間、教科「商業」を学ばせてい

ただいておりますが、この教科にしかない奥深さ、面白さ、難しさを最大限、生徒に伝えていくために、今

まで以上に私自身が学ぶ姿勢を持ち続けていきたいと思っております。初心を忘れず、これからも青森県の

商業教育のために尽力していきます。今後とも、引き続きご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。
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　採用から１２年が経過し、弘前実業高校で４年間、三沢商業高校で７年間、そして現在の八戸商業高校で

１年目を迎えています。この間、多くの先生方や生徒に支えられながら、教員としての経験を積み重ねてく

ることができました。改めて、これまで関わってくださった皆様に心より感謝申し上げます。

　今年度、中堅教諭等資質向上後期研修を受講し、自分自身の役割や責任について深く考える機会をいただ

きました。研修の中で特に印象に残ったのは、「ミドルリーダーとしての自覚を持つこと」です。学校組織

の中で中核的な役割を担う立場として、単に自分のクラスや授業だけでなく、学校全体の方向性や職場環境

づくりに関わっていく必要があることを強く感じました。これまで以上に、同僚と協働し、チームとして学

校を支えていく姿勢が求められていると実感しています。もちろん、会議での発言回数も増えそうですが、

そこは笑顔で乗り切りたいと思います。

　また、研修では「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善について学びました。従来の知識

伝達型の授業から、生徒が自ら考え、対話し、探究する授業への転換が求められています。そのためには、

指導と評価の一体化が不可欠です。評価を単なる結果の確認にとどめず、学習過程を見取り、次の学びにつ

なげる仕組みを整えることが重要であると理解しました。さらに、不登校対応に関する講座も非常に有意義

でした。生徒一人ひとりの背景や状況に応じた柔軟な対応が求められる中で、学校全体で支援体制を構築す

ることの重要性を再認識しました。

　今年度、「探究スタートアップラボ」という研修会に参加し、商業高校のあり方や育てたい生徒像につい

て改めて考える機会をいただきました。普通科志向が強まる中で、商業高校に求められる役割や、今後の社

会で生徒が活躍するために必要な力について議論する中で、商業教育の価値を見つめ直す必要性を感じまし

た。特に、地域や企業と連携した実践的な学びを提供することが重要だと考えています。専門科目を通じて、

生徒が学びを「自分事」として捉えられる授業を工夫していきたいと思います。例えば、地域課題をテーマ

にしたプロジェクト学習や、データ活用・マーケティング戦略を実際のビジネスに結びつける授業など、社

会とつながる学びを少しずつ取り入れていければと考えています。また、地域企業との連携を強化し、イン

ターンシップや課題解決型の学習を通じて、生徒が社会で活躍する力を育むことも、今後の大きな課題です。

こうした取り組みを通じて、生徒が将来、地域や社会に貢献できる人材へと成長することが、商業高校の使

命の一つだと思います。もちろん、授業準備には時間がかかる場面もあると思いますが、「自分自身も学び

続ける」という気持ちで取り組んでいきたいです。これからも、現場でできることを一歩ずつ試しながら、

商業教育の可能性を広げていければと考えています。

　今後の抱負として、第一に授業改善に力を入れたいと思います。社会に出て活躍できる生徒を育てるために、

「学ぶことの楽しさ」を実感できる授業を目指し、主体的・対話的な学びを取り入れる工夫を重ねていきます。

第二に、職場づくりです。教員同士が支え合い、協働できる環境を整えることで、学校全体の力を高めたい

と思います。第三に、地域に求められる学校づくりです。地域と連携し、生徒が社会で活躍できる力を育む

教育活動を推進していきたいと考えています。

　最後になりますが、今回の研修を通じて得た学びを、日々の実践に生かしながら、教員としてさらに成長

していきたいと思います。これからも多くの先生方のご指導をいただきながら、目の前の生徒のため、そし

て地域社会のために尽力してまいります。時には笑顔で、時には深呼吸で、これからも挑戦を楽しんでいき

たいと思います。今後ともご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

中堅教諭等資質向上後期研修を終えて
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立八戸商業高等学校　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　諭　　榊　　　祥　吾
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　私は今年度、中堅教諭等資質向上後期研修を受講させていただき、教科では「指導と評価の一体化」とい

うテーマのもと、単元計画から授業計画、評価について実践を交えながら学ばせていただきました。また、

生徒指導に関することや保護者対応、教職員の服務規律など初任者研修を思い起こさせる内容の講義を受講

することができ、初心を振り返り、これからも努力を積み重ね、教員としての資質や能力の向上に努めてい

かなければならないと感じることもできました。その中でも、中堅教諭等資質向上後期研修で特に印象に残

っている内容として、私たち「向上・発展期」のキャリアステージにある教員は、ミドルリーダーとしての

役割を果たしていかなければならないと講義の中で言われたことが挙げられます。私は臨時講師からこれま

で、まずは自分のことをしっかりとやれるようにならなくてはならないという考えのもと、学校で仕事をし

てきました。それがいつしか自分のことだけやっていればよいという考えになっていることを最近感じてい

たこともあり、中堅教諭等資質向上後期研修でミドルリーダーについて話を聞いたときには、これまでの自

分について反省しなければいけないところがあると振り返ることができました。

　私はこれまで、若葉養護学校（１年）、中里高校（５年）、黒石商業高校（１年）、青森商業高校（５年）、

弘前実業高校（８年）と２０年間、臨時事務職員や臨時講師、教諭として仕事をさせていただきました。こ

の２０年間のうち、１５年間担任をしていたこともあり、私の役割は基本的には自分のクラスの生徒を指導し、

成長を促し、次の進路へつなげることであると考えます。そのため、隣のクラスの生徒や他学年の生徒につ

いて、「どんな生徒なのか」、「どんな良いところがあるのか」、「どんな問題を抱えているのか」などそうい

ったところまで目が向くことがほとんどありませんでした。今回の研修で、私自身、教員としてまたは担任

としてまだまだ力不足な面は多々あると認識しながらも、学校が生徒にとってよりよい場所となるよう、今

後は他クラスや他学年の生徒とのコミュニケーションを増やしたり、そして学校課題や学年課題を認識し、

その解決や改善に向けた取り組みを学年や分掌内で計画実施できるよう精進していきたい、そう思える研修

を過ごすことができました。

　日々の業務に追われ、なかなか自分自身について振り返ることがない中、中堅教諭等資質向上後期研修の

機会をいただけたことを大変ありがたく思っております。各分野において、新しい内容が取り入れられ、日々、

勉強の毎日です。教材研究に充てる時間がどうしても後回しになりがちな日常をなんとか改善できないもの

かと思うこともあります。世の中の風潮や生徒の変化に戸惑うことや悩むこともないわけではありません。

それでも目の前の生徒のためになんとか踏ん張って頑張ろうと思えるのは、支えてくださる先生方のおかげ

であると日々感じております。生徒のために教員が支え合って仕事ができる職場となるよう、その一員とな

れるよう努力していきたいと考えています。生徒たちに分かる授業をし、学ぶ意欲を育むために努力してい

きたいと思います。そして、これからの２０年間を何か新しいことや苦手なこと、これまで後回しにしてき

たことなどできなかったことに取り組んでいきたいと思います。今後ともご指導のほどよろしくお願いいた

します。

中堅教諭等資質向上後期研修を終えて
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立弘前実業高等学校　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　諭　　柴　崎　健太郎
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役職定年を迎えて

　私は、黒石高校に校長として赴任して２年間、情報デザイン科の活動を体験してきた。黒石商業高校との

統合により令和２年度設置の新しい青森県立黒石高等学校が６年目を迎え、ようやく黒石高校と言えば「情

報デザイン科」という位置が確立してきたと感じている。それだけ地域とのつながりが強くなり、中南地区

だけではなく青森県全域に情報デザイン科が知られるようになってきた。中南地区では産学官連携事業も行

われ、高い評価を頂いている。本校の活動が信頼されてきている証と考えている。３年有志による弘前地区

消防事務組合消防本部との連携事業で、弘前消防エンブレム・被服文字、車両文字デザインの制作が行われ、

これら等の活動を通して、情報デザイン科の活動が地域に愛され、さらに輪が

広がっていくことを願っている。

　さて、黒石高校情報デザイン科の令和７年度の活動を紹介したい。

Ａ　３学年デザイン授業（課題研究）

　⑴ 「全国高校生１億円プロジェクト」参加による地域活性化（三沢市）

　⑵ 「導水管路耐震化（二重化）事業ＰＲのためのデザイン」

　⑶ 「防災紙芝居のRe:デザイン」（弘前地区消防事業組合）こども園にて「読

　　　み聞かせ」を実施

　⑷ 「Spa×Camp・『おてつたび』プロジェクトのためのデザイン」

　⑸ 「原子力発電の印象と事実のギャップを精査するための広告媒体物の制作」

　⑹ 「黒石の水をＰＲするための各種デザイン」（津軽広域水道事業団、弘前大学）

　⑺ 「青森の偉人・名景等の魅力を発信する新しいゲーム開発」

Ｂ　２学年デザイン授業（デザイン実習Ⅱ、コンピュータグラフィックス）

　⑻ 「依頼事業に学ぶⅠ ～Orbray株式会社／社員食堂のデザイン～」

　⑼ 「依頼事業に学ぶⅡ ～五代農産加工りんごジュースラベルの制作～」

　⑽「産学官連携による地域デザイン」事業（中南地域県民局ほか）

Ｃ　有志による課外活動

　⑾黒石りんご祭りイメージキャラクター「二代目／宮美あかね」の開発

Ｄ　１～３学年情報デザイン授業

　⑿「第４回情報デザイン科展」  Where Diverse Perspectives Meet ～異なる視点が出会う場所～

その他にも情報デザイン科の活動は多岐にわたっており、有志による授業以外での活動も地域の課題解決、

活性化につながっていると考えている。

　さらに、今年度の第３５回全国産業教育フェア

福島大会では、弘南鉄道応援商品「バズる商品開

発」から「広告をつくる」事業への変遷など、黒

石高校情報デザイン科のこれまでの活動の歩を発

表することができた。大会当日には、風張教育長

もお見えになり、発表生徒を激励して頂いた。

　「デザイン」を通して地域の課題を解決してい

くというテーマのもと、私の母校である黒石高校

情報デザイン科のこれからの活躍を応援すると共

に、青森県の商業教育の発展を祈念している。

黒高と言えば「情報デザイン科」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立黒石高等学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校　長　　木　立　　　徹



　高校１年生から簿記会計や商業一般（今で言うビジネス基礎）、情報処理で商業の学びの楽しさを知り、日々

の学校生活のなかで自分の成長が実感でき、進路面だけではなく、絶対将来役に立つという確信を持ちなが

ら三戸高校の商業科で３年間を過ごし、自分も商業科の教員になりたいとの思いで大学へ進学しました。

　昭和６３年に関東地方の私立大学を卒業し、同年４月から商業の臨時講師として教員の第１歩を踏み出し

ました。スタートは母校である三戸高校で２年間、新採用で平成２年度から教諭として大間高校に７年、そ

れから三戸高校１４年（２度勤務）、百石高校３年、田子高校６年、途中で情報の免許を取得したものの、

基本的には商業科の教員一筋でやってまいりました。そして、令和２年度より教頭として田子高校２年、三

戸高校４年の３８年間勤務させていただきました。

　特に母校の三戸高校では、臨時講師として２年、教諭として１４年、教頭として４年、通算すると２０年

の勤務で、幸せな教員生活を過ごせたことに大きな喜びと機会をいただいたすべての方々に感謝をしており

ます。

　教員になり、思い出深いのは、２度目の三戸高校赴任の時に、商業科の生徒を盛り上げ、１年生から３年

生までの商業を学ぶ生徒が、共通したイベントをとおして、生徒に自信を付けさせることについて何かでき

ないものか、という当時の教科主任の問題提起があり、そこから校内電卓競技大会が考え出され実施したこ

とです。１年生から３年生までの商業科の生徒が、教室で使用している自分の机と椅子を体育館に移動させ、

段位レベルの問題の乗算、除算、見取算を各８分で行い、競い合うもので、学年順位と総合順位で表彰する

ものです。これが起爆剤となってか「電卓ならやればできる、ワープロなら自信が持てる」など、商業科目

に対する生徒の目の色が徐々に変わり、ワープロ実務検定や簿記実務検定、情報処理検定の資格取得を目指

し合格する生徒も増えはじめ、日本電卓検定協会主催の検定試験では、初段から十段までの生徒や更に上の

名人位が数名輩出するようになっていきました。それが就職や進学の目標の向上に繋がり、国公立大学へ進

学する生徒も出てきました。

　二つ目は、青森県商業教育研究会主催の第３回青森県商業高校生海外研修「簿記発祥の地・サンセポルク

ロを訪ねて」に県商研加盟校の生徒と本校生徒を引率したことです。この海外研修会は、イタリアのコロッ

セオやバチカンなどを見学するだけではなく、イタリアのサンセポルクロにあるルカ・パチョーリ商業専門

学校やフランスのパリ国立商業専門学校で、商業を学ぶ生徒が現地で商業を学ぶ学生達と交流会をすること

も目的の一つとなっておりました。そこで、海外研修で参加者数（７名）が多い三戸高校が、交流会の先駆

を切って学校行事の体育祭などで行ってきた「三高音頭」を披露することになりました。生徒たちは学校か

ら法被を持参し、イタリアの学生や先生方を輪で囲み、堂々と「三高音頭」を披露してくれました。帰国後

すんなりと「三高音頭」を引き受けてくれた生徒たちに感謝をし、生徒たちが逞しく見えたことも、いい思

い出として記憶に残っています。

　三つ目は、商業科閉科に伴い、ビジネスマネジメントコース（ＢＭＣ）が開設され、起業家教育を柱として、

三戸町内の空き店舗を利用してチャレンジショップが行われてきたことです。このチャレンジショップが高

く評価され、令和５年にキャリア教育推進校文部科学大臣賞をいただくことができました。三戸町の方々を

はじめとして、多くの方々の支えがあってのチャレンジショップでしたので、このような評価をいただける

ことに対し感慨深いものとなりました。改めまして感謝申し上げます。

　最後に、これまで、総合的科目研究委員会と会計分野研究委員会の２つの委員長の委嘱を受け、皆様に支

えられ、ここまでやってくることができました。先生方に感謝の気持ちです。また、青森県商業部会の皆様

にはいろいろとアドバイスなどいただき有り難うございました。

　出会った先生方に感謝の気持ちで一杯です。皆様の今後一層の御活躍をお祈り申し上げます。

「商業教育、すべてに感謝！」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三戸高等学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　頭　　土　岐　一　行
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新採用となって

　採用をいただいてからの１年間を振り返ると、関係各所にご迷惑をおかけする場面も多くありましたが、

その都度、様々な先生方に助けていただき、支えられながら過ごした毎日だったと改めて実感しております。

この場をお借りして、深く御礼申し上げます。

　臨時講師としては、青森商業高校１年、八戸商業高校１年、三沢商業高校にて４年勤務し、新採用として

三沢商業高校で５年目を迎えることとなりました。青森商業高校での勤務は、年号が平成から令和へと変わ

った年であり、私にとって社会人として初めて働いた年でもありました。当時の強い緊張感は、今でも鮮明

に覚えています。分からないことをすぐに相談できる環境が整っており、日頃から温かく声を掛けてくださ

った先生方、そして何も分からない私に対し、一つ一つ丁寧に、時には厳しくご指導してくださった指導教

諭の先生には、心から感謝しております。八戸商業高校では、自分の専門である部活動を初めて持たせてい

ただきました。高校時代、お世話になった顧問の先生と共に部活動を担当できたことは、私にとって大きな

学びの機会となりました。また、教科指導では初めて情報処理を担当し、自分の知識や指導力の不足を痛感

する１年となりました。三沢商業高校では、教員を志すきっかけを与えてくださった恩師と共に勤務するこ

ととなり、現在は専門である部活動も一緒に担当しております。仕事で失敗した際にも温かく励ましていた

だき、失敗を成長につなげることのできる環境の中で、未熟な私を見守っていただいていると感じております。

また、年齢の近い先生方も多く、日々の会話を通して互いに支え合いながら、生徒と向き合うことができて

います。このように、多くの方々に支えられた恵まれた環境の中で、現在の自分があることに、改めて感謝

の思いを強くしております。

　初任者研修では、商業科の同期がいなかったこともあり、心細さを感じることもありましたが、新堂指導

主事より一対一で丁寧にご指導していただけたことは大変ありがたい経験でした。講義に加え、他教科の模

擬授業を見学する機会にも恵まれ、視野を広げる貴重な学びとなりました。また、協力校研修においてお世

話になった青森商業高校の皆様に深く感謝申し上げます。４月から担任業務と並行して初任者研修や研究授

業の準備に取り組む日々が続き、非常に慌ただしい毎日でした。研究授業の直前にインフルエンザに罹患し、

十分な準備ができなかったこと、さらに前日に地震の影響により休校となるなど、想定外の状況が重なり、

大きな不安を抱えながら授業に臨みました。ＩＣＴの活用にも挑戦しましたが、当日に機器トラブルが発生し、

日頃から積極的に使用し、失敗を恐れずに挑戦する姿勢の重要性を学びました。

　今後は、学校現場や初任者研修での学びを生かし、教科指導に関しては、生徒が主体的に学びに向かえる

ような授業づくりに取り組んでいきたいと考えています。単に教科書の内容を伝えるのではなく、生徒にど

のような力を身につけてほしいのかを意識しながら、生徒のやる気を引き出すきっかけづくりができるよう

な授業を展開できるように励んでいきます。生徒指導や進路指導に関しても一人一人の思いに寄り添い、高

校時代という限られた時間の中で、生徒が将来、自分の力で生きていく力をつけられるように、尽力してい

きたいと思っております。

　最後になりますが、生徒と共に学び続けることのできる教師となれるよう、日々研鑽を重ねていきます。

挑戦することは得意ではありませんが、生徒のために何ができるのかを模索し、これからも青森県の商業教

育の発展に貢献できるよう、努力してまいります。今後とも、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

新採用となって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森県立三沢商業高等学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　諭　　鶴ヶ崎　礼　奈
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令和７年度商業部会・活動概要
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青　森　山　田　高　等　学　校
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